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ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
を
活
用

―
―
―
ふ
る
さ
と
納
税
額
が
県

内
で
最
下
位
だ
っ
た
。
そ
の
原

因
と
今
年
度
の
取
り
組
み
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

令
和
２
年
度
の
目
標
額
は

1
０
０
０
万
円
に
対
し
て
、
17

件
、
72
万
円
だ
っ
た
。
8
月
か

ら
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
さ

と
ふ
る
」
を
活
用
し
、
納
税
額

に
対
し
て
3
割
程
度
の
返
礼
品

を
用
意
し
て
い
る
。

新
病
院　

情
報
発
信
や
見
学
会
で

町
民
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い

―
―
―
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
で
厳
し
い
決
算
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

笠
木
勝
浦
病
院
事
務
局
長

令
和
2
年
度
は
多

く
の
自
治
体
病
院
が
同

じ
よ
う
な
決
算
状
況
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

来
春
の
新
病
院
開
院
に

向
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
発
信
と
合
わ
せ
、
見

学
会
の
開
催
等
、
町
民

に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。

旧
パ
イ
ロ
ッ
ト
園
地
の
活
用

住
民
等
と
も
協
議
し
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
い

―
―
―
旧
パ
イ
ロ
ッ
ト
園
地
を
再
整
備
し
貸
し
出
す
予

定
だ
っ
た
が
、
就
農
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
利
活
用
に

向
け
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る
べ
き
で
は
。ま
た
、

維
持
管
理
に
向
け
た
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

河
野
農
業
振
興
課
長

就
農
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
年
度
は
役
場
職
員

等
が
管
理
す
る
。
今
後
は
早
急
に
維
持
管
理
計
画
を
策

定
す
る
。

野
上
町
長

有
機
農
業
や
観
光
農
園
等
、
モ
デ
ル
園
地
と
し
て
工

夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
も
必
要
だ
。
10
月
に
は
生
い

茂
っ
た
雑
草
を
刈
り
上
げ
る
の
で
、
地
元
住
民
等
と
も

協
議
す
る
中
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
き
た
い
。

救
急
輸
送
業
務
委
託

契
約
変
更
は
考
え
て
い
な
い

―
―
―
救
急
患
者
輸
送
業
務

の
運
用
方
法
に
つ
い
て
、
救

急
患
者
輸
送
業
務
委
託
料
約

５
８
０
０
万
円
、
救
急
隊
員

の
雇
用
約
２
１
０
０
万
円
、

合
計
８
０
０
０
万
円
ほ
ど
の

決
算
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
金

額
が
あ
れ
ば
、
救
急
救
命
士

3
名
で
の
業
務
も
可
能
で
は

な
い
か
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

現
在
は
救
急
救
命
士
7
名
、

救
急
隊
（
運
転
手
）
6
名
で

運
用
し
て
い
る
。
救
急
隊
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
雇

用
等
の
課
題
も
あ
り
、
委
託

契
約
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

職
員
が
対
応
し
経
費
削
減

―
―
―
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事

業
で
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
お
い
て
、
設
計
監
理
委
託

料
が
不
要
に
な
っ
た
理
由
は
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
国

の
標
準
仕
様
書
を
参
考
に
役
場

職
員
で
対
応
で
き
た
。
調
査
設

計
と
情
報
通
信
設
備
整
備
を
合

わ
せ
て
業
務
委
託
し
、
工
事
は

完
了
し
て
い
る
。

教育

4,4284,428 万円万円

GIGA スクール

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計

決
算
歳
出
総
額
46
億
４
４
１
８
万
円

9
月
14
日
、
15
日
、
16
日
、
22
日
に
わ
た
り
、
一
般
会

計
・
特
別
会
計
の
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
は
会
計
ご
と
、
ま
た
担
当
課
ご
と
に
行
わ
れ
、
適

正
に
支
出
さ
れ
て
い
る
か
、不
用
額
は
妥
当
で
あ
る
か
、

事
業
は
計
画
通
り
実
施
さ
れ
成
果
を
上
げ
て
い
る
か
な

ど
に
つ
い
て
、
細
か
く
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

8,0008,000 万円万円

救急患者輸送業務 
委託・雇用

500500 万円万円

柑橘販売促進支援事業 
（駅ナカポスター等）

「さとふる」では　３割程度の返礼品

まちづくり
防災

１ 鳴門市 ３億 3793 万円
２ 徳島市 ２億 1318 万円
３ 佐那河内村 １億 4266 万円
４ 海陽町 9780 万円
５ 那賀町 8546 万円

…
23 東みよし町 326 万円
24 勝浦町 72 万円
令和 2年度実績 /金額順、1000円以下切捨

ふるさと納税額（県内 24 市町村）

阿
波
勝
浦
熟
成
み
か
ん　

課
題
は
認
知
度
向
上
と
供
給
量
確
保

―
―
―
柑
橘
販
売
促
進
支
援
事
業
と
し
て
、

「
駅
中
ポ
ス
タ
ー
」
等
が
実
施
さ
れ
た
が
、

今
事
業
に
よ
る
販
売
促
進
へ
の
効
果
と
課
題

は
。

河
野
農
業
振
興
課
長

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
大
阪
市
場
の
主
要
取
引

先
で
あ
る
大
阪
北
部
中
央
青
果
へ
出
荷
し
て

い
る
。
出
荷
量
は
平
成
29
年
25
ト
ン
、
30
年

38
ト
ン
、
令
和
元
年
17
ト
ン
、
2
年
は
54
ト

ン
と
増
え
て
い
る
。
今
後
は
「
阿
波

勝
浦
熟
成
み
か
ん
」
の
認
知
度
向
上

と
供
給
量
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

産業 
振興

医療
福祉

608608 万円万円

旧パイロット園地 再生工事

10.810.8 万円万円

ふるさと納税返礼品

44 億億5,2835,283 万円万円

医業収益 
（主に入院、外来収益）

前年（5 億 1300 万円）から
12％減

12
月
17
日
現
在
の
納
税
額

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
〉

91
・
７
万
円
（
64
件
）

〈
そ
れ
以
外
〉

24
万
円
（
7
件
）

〈
合
計
〉１

１
５
・
7
万
円
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9 月・10 月・11 月・12 月

９

月

会

議

6
件
の
条
例
を
可
決
。

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
等
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
を
可
決
（
議
員
提
案
）

〈
提
出
先
〉

内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
ほ
か

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

稲
岡　

武
氏
（
星
谷
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

長
尾　

隆
資
氏
（
星
谷
）

10

月

会

議

―
―
―
事
業
者
支
援
給
付
金
事
業
の
内

容
は
。

寺
尾
企
画
交
流
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
影

響
を
受
け
た
町
内
飲
食
業
宿
泊
業
者
等

へ
の
事
業
者
に
対
し
給
付
金
を
支
給
す

る
事
業
（
20
万
円
×
40
件
を
想
定
）

―
―
―
介
護
施
設
（
勝
寿
会
）
設
備
整

備
事
業
は
。

木
村
福
祉
課
長

雨
漏
り
に
よ
る
建
物
の
腐
食
防
止
の

た
め
外
壁
ベ
ラ
ン
ダ
屋
上
の
防
水
工
事

を
行
う
。

11

月

会

議

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業　

立
川
地
区

（
テ
ー
ブ
ル
、
い
す
、
照
明
器
具
、
物

置
等
）

〈
令
和
３
年
度　

助
成
既
決
地
区
〉

星
谷
、
生
名
、
棚
野
、
石
原
、
掛
谷
、

今
山

勝
浦
病
院
改
築
工
事

変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

追
加
工
事
と
し
て
１
５
８
８
万
円
。
総

額
17
億
２
０
８
８
万
円
。

〈
主
な
追
加
〉

抗
ウ
ィ
ル
ス
壁
・
床
材
に
変
更
、
自
家

発
電
機
と
燃
料
小
出
槽
の
１
・
６
ｍ
嵩

上
等
。

12

月

会

議

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
18
歳
以
下
の
子
ど
も
に

現
金
５
万
円
を
支
給
す
る
。
予
定
対
象

者
６
０
８
人
。

―
―
―
今
回
は
5
万
円
の
支
給
だ
が
、

自
治
体
に
よ
っ
て
は
ク
ー
ポ
ン
を
や
め

て
10
万
円
を
現
金
で
渡
す
自
治
体
も
あ

る
が
。

木
村
福
祉
課
長

国
に
お
い
て
予
算
措
置
を
さ
れ
て
い

る
５
万
円
の
み
の
支
給
と
す
る
。

新型コロナ対策事業者支援給付
金事業

800 万円

特別養護老人ホーム（勝寿会）
防災改修支援事業

2,313 万円

国土調査事業（訴訟費用） 110 万円
障害児通所支援事業 457 万円
新型コロナウイルスワクチンの
追加接種（3回目）業務

2,281 万円

コミュニティ助成事業 200 万円
他

主な一般会計補正
総額 47 億 7,426 万円

12
月
会
議
終
了
後
、
国
の
補
正
予
算

成
立
を
受
け
、
10
万
円
を
現
金
で
一

括
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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る
。

橋
本　

こ
の
事
業
が
な
く
な
れ
ば
南
方

面
の
進
路
を
考
え
て
い
る
学
生
が
困
惑

す
る
の
は
必
至
で
す
。
今
後
も
引
き
続

き
事
業
の
継
続
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

野
上
町
長　

阿
南
方
面
へ
の
通
学
支

援
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
う

し
た
施
策
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
阿
南
方
面
へ
の
通
学
者
の
み
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徳
島
市

や
小
松
島
市
、
地
元
小
松
島
西
高
校
勝

浦
校
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

10
月
19
日
に
『
女
性
議
会
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

『
女
性
議
会
』は
、家
庭
・
地
域
・
職
場
・

育
児
な
ど
に
関
し
て
、
女
性
が
日
頃
か

ら
抱
い
て
い
る
町
政
に
対
す
る
質
問
や

意
見
、
提
案
な
ど
を
通
じ
て
町
政
へ
の

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

女
性
の
視
点
か
ら
見
た
住
み
や
す
く
、

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

勝
浦
町
在
住
の
５
人
の
女
性
に
出
席
い

た
だ
き
、
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

橋
本　

阿
南
方
面
の
高
校
等
に
公
共

交
通
を
使
っ
た
場
合
の
通
学
時
間
は
。 

　

通
学
支
援
事
業
の
利
用
者
負
担
金
の

妥
当
性
は
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

阿
南

市
富
岡
町
の
間
で
、
公
共
交
通
を
使
っ

た
場
合
の
通
学
時
間
は
１
時
間
20
分
余

り
あ
り
、
通
学
時
間
は
長
い
と
考
え
て

い
る
。
バ
ス
運
賃
は
概
ね
適
正
で
あ 橋本議員

阿
南
方
面
へ
の

通
学
支
援
事
業
の
継
続
は

12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
、
く
ら
し

育
み
常
任
委
員
会
に
お
い
て
今
後
の

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
。

説
明
に
よ
る
と
現
在
、
実
施
し
て
い

る
阿
南
方
面
通
学
支
援
バ
ス
事
業
は
、

令
和
4
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
、
新

た
に
「
高
校
生
生
活
支
援
事
業
（
仮

称
）」
と
し
て
令
和
5
年
度
か
ら
高
校

生
全
員
を
対
象
に
新
制
度
（
内
容
は

検
討
中
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
。

町
長
か
ら
は
通
学
バ
ス
支
援
事
業
の

最
終
年
で
あ
る
令
和
4
年
度
に
「
間

に
合
う
な
ら
ば
新
制
度
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
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援
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
「
お

し
ゃ
べ
り
会
」
に
事
業
者
の
相
談
員

と
役
場
の
担
当
者
も
参
加
し
て
、
相
談

を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。
役
場
内
の
相
談
体
制
は
障
が
い

者
だ
け
に
限
ら
ず
、
高
齢
者
や
子
育
て

等
、
総
合
的
な
体
制
の
確
保
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

新
居　

本
町
は
「
子
育
て
し
や
す
い
地

域
社
会
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
い
る
が
、

町
内
に
遊
ぶ
場
所
が
少
な
い
と
い
う
声

が
多
い
で
す
。

野
上
町
長　

お
母
さ
ん
方
か
ら
子
ど
も

を
遊
ば
せ
る
公
園
が
欲
し
い
と
の
ニ
ー

ズ
は
聞
い
て
い
る
。
ど
ん
な
公
園
が
あ

れ
ば
い
い
の
か
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
。

新
居　

町
内
に
は
観
光
資
源
で
あ
る
と

同
時
に
自
然
遊
び
が
で
き
る
適
地
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
遊
具
な
ど
の
ハ
ー

ド
を
整
備
す
る
よ
り
も
、「
勝
浦
町
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
遊
び
場

づ
く
り
」
が
有
効
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

町
長　

昔
、
子
ど
も
た
ち
は
自
然
の
山

や
川
を
遊
び
場
に
し
て
い
た
。
豊
か
な

自
然
は
観
光
資
源
で
も
あ
る
。
本
町
の

魅
力
を
拡
大
す
る
上
で
も
自
然
を
遊
び

場
と
し
て
安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

要
請
を
し
て
き
た
。

坪
内　

両
者
が
打
ち
解
け
る
方
法
は
。

町
長　

事
業
者
か
ら
住
民
に
丁
寧
な
説

明
が
な
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

福
井　

町
内
で
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
場
所
が
な
い
で
す
。

町
内
で
も
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
的
な

も
の
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

木
村
福
祉
課
長　

今
ま
で
も
そ
の
よ

う
な
話
は
あ
っ
た
が
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
支
援
の
内
容
が
多
種
多
様

で
あ
り
、
必
要
な
利
用
者
数
を
確
保
で

き
な
い
た
め
、
町
内
で
の
運
営
は
難
し

い
。
も
う
ひ
と
つ
の
役
割
と
し
て
保
護

者
支
援
も
大
切
な
役
割
と
考
え
、
悩
み

相
談
や
送
迎
部
分
の
負
担
軽
減
の
出
来

る
施
策
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

福
井　

役
場
内
に
未
成
年
の
障
が
い
者

の
福
祉
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
専
門
員

を
置
け
ま
せ
ん
か
。

野
上
町
長　

令
和
３
年
度
は
子
育
て
支

橋本 小百合（横瀬）

岡本 智子（中角）

坪内 奈津子（久国）

福井 裕美（棚野）

篰
しとみ

品子（棚野）

新居 慧
さとこ

香（坂本）

阿南方面への通学を支援する保護
者会代表。看護師で 3児の母。

勝浦町はぐくみクラブ実行委員会
会長。

徳島県女性協議会理事として活
動。いちご農家。

歯科医師。双子の母。時間と経
済の自由を得て、のんびり暮ら
すのが夢。

宿泊施設事務員。大学卒業後、
故郷の勝浦町に戻る。農村文化
圏にフォーカスして活動。

自宅で書道教室を開いてい
て、幼児〜大人の方々と共に、
一筆入魂 !! みなさまの真剣に
学ぶ姿に感動しています。

題字「輝け」は篰さん書。

で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
イ
ベ
ン
ト
や
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の

お
し
ゃ
べ
り
会
に
も
活
用
し
て
い
る
。

来
年
に
は
専
用
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
る

の
で
、
セ
ン
タ
ー
事
業
で
の
利
活
用
を

含
め
充
実
を
図
り
た
い
。

坪
内　

26
万
立
方
メ
ー
ト
ル
も
の
大
量

の
建
設
残
土
搬
入
が
保
全
工
事
に
な
る

の
か
。

野
上
町
長　

大
規
模
な
崩
落
を
防
ぎ
残

壁
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
下
部
か
ら

押
え
盛
土
を
実
施
す
る
と
国
か
ら
聞
い

て
い
る
。

坪
内　

本
当
に
安
全
が
担
保
さ
れ
て
い

る
の
か
、
熱
海
市
災
害
が
盛
土
の
危
険

性
を
物
語
っ
て
い
る
。

町
長　

現
行
法
令
に
基
づ
き
、
国
、
県

が
指
導
監
督
を
行
う
た
め
、
熱
海
市
の

状
況
と
は
違
う
。

坪
内　

４
７
０
０
余
名
の
反
対
署
名
の

重
み
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。

町
長　

住
民
の
不
安
は
十
分
認
識
し
て

お
り
、
許
認
可
権
者
に
対
し
て
確
認
や

岡
本　

子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ

く
み
ク
ラ
ブ
」
は
、
子
育
て
中
の
マ
マ

が
主
体
と
な
り
企
画
、
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
参
加
者
が
減
っ
て
い
て
、
今
後

の
運
営
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

木
村
福
祉
課
長　

平
成
15
年
に
支
援
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
以
降
、
は
ぐ
く

み
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
っ
て
保
護
者
間

の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。
運
営
の
難
し

さ
は
理
解
し
て
い
る
の
で
、
今
後
は
従

来
の
取
り
組
み
が
継
続
で
き
る
よ
う
、

関
係
者
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

岡
本　

新
し
く
子
育
て
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
が
改
築
さ
れ
た
が
、
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
の
利
用
が
少

な
い
。乳
児
検
診
や
離
乳
食
講
座
な
ど
、

子
育
て
中
の
保
護
者
の
方
が
広
場
を
利

用
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
施
設
の
有
効
活
用
を
進
め
て
は
。

福
祉
課
長　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用

策
と
し
て
、
実
績
の
あ
る
離
乳
食
講
座

に
つ
い
て
は
今
年
度
も
実
施
す
る
予
定 岡本議員

子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
は

坪内議員

平
石
山
鉱
山
の
土
砂
搬
入

住
民
の
安
全
性
は

新居議員

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た

遊
び
場
づ
く
り
を

女性議会議員

女性議会議長

福井議員

未
成
年
の
障
が
い
者
福
祉
の

充
実
を
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町長選を迎えるけど、勝浦町はどうなるの？

取
り
組
ん
で
き
た
政
策
の
成
果
と
課
題
、

2
期
目
に
取
り
組
む
政
策
は
。

日ごろ、皆さまからいただいている声を、議員が町民代表
として執行部へ投げかけました。

新
し
い
年
が
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に 

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
活
動
に
対
し
て
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
り
、
誰
も
が
予
想
し
な

か
っ
た
暮
ら
し
や
働
き
方
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
自
粛
生
活
や
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
互
い
を
気
遣

い
支
え
合
っ
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
町
も
議
会
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

共
に
生
き
て
い
く
社
会
づ
く
り
が
も
っ
と
前
に
進
む
よ
う
制
度
整
備
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
10
月
に
開
催
し
た
女
性
議
会
で
は
、
5
人
の
女
性
議
員
が
身
近
な

課
題
に
声
を
発
し
堂
々
と
訴
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
を
得
た
こ
と

は
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
町
全
体
を
良
く
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

る
と
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
願
い
、こ
の
試
練
を
み
ん
な
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

「
寅
年
」
は
成
長
し
て
い
く
年
、
縁
起
が
と
て
も
良
い
年
で
す
。

み
な
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

勝
浦
町
議
会
議
長　

美
馬
友
子

令
和
４
年
1
月
18
日
告
示
の
勝
浦

町
長
選
挙
へ
の
出
馬
は
。

引
き
続
き
、
勝
浦
町
長
と
し
て
町
の

舵
取
り
役
を
務
め
て
い
き
た
い
。

勝
浦
病
院
改
築
事
業
は
来
年
4
月
の
開
院
に

向
け
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
学
校
の
環
境
改

善
、
空
調
設
備
等
の
整
備
や
耐
震
化
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
も
順
調
に
整
備
で
き
た
。
保

育
士
確
保
な
ど
に
よ
り
、
待
機
児
童
は
出
て

い
な
い
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
町
民

の
み
な
さ
ま
に
も
閉
塞
感
や
ご
不
便
を
お
掛

け
し
て
お
り
、
感
染
終
息
後
の
ま
ち
づ
く
り

を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
住
み
続
け
た
い
、
帰
っ
て
来
た
い
、
暮
ら
し

て
み
た
い
阿
波
勝
浦
」
を
つ
く
る
た
め
、
職

員
と
一
体
と
な
っ
て
引
き
続
き
町
民
の
み
な

さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
町
の
舵
取
り
役
と

し
て
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
の
実

現
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。

野上町長
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ま ち づ く り

婦人の家東側の県道拡張工事　早期完了を引き続き県に要望 麻 植 P.12

新しい投票所　冷暖房完備が必要 麻 植 P.12

残土処理適地３ヵ所　町民混乱を避け公表を控えたい 麻 植 P.12

公共交通体系について見直したい 瀬 戸 P.13 

生比奈駐在所　建替時は婦人の家跡地も検討 瀬 戸 P.13 

平石山鉱山　安全性の説明について　事業者への強制力はない 井 出 P.14

「恐竜の町」人材や作業場等を計画的に整備していく 国 清 P.17

税 金
地籍調査後の課税移行 
監査委員からの指摘と議会からの意見があり検討

花 房 P.10

防 災

新たなポスト「防災監」　業務は防災業務全般 花 房 P.10

特別警戒区域の住民には早期避難をお願いしたい 仙 才 P.11

住民との被災復旧協定　締結は難しい 仙 才 P.11

被災時の住民全員収容　公共避難所では難しい 仙 才 P.11

ファミリータイムライン　啓発を続けていきたい 相 原 P.15

公園や避難場所等となる複合的な用地整備を考えたい 松 田 P.16

課題山積の消防常備化　議会と協議し対応したい 国 清 P.17

教 育 タブレットを使って英語の授業を海外発信している 相 原 P.15

そ の 他 地籍調査訴訟　自ら考える職員を育成したい 松 田 P.16

一般質問とは、議員個人が町長などの執行部に対して執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを確認する場。3月・7月・11月に行っている。

過去に発行した勝浦町議会広報や一般質問の全編映像は、公式ウェブサイトから閲覧できます。

そちらも合わせてご覧ください。

http://www.town.katsuura.lg.jp/gikai/
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税
に
変
更
す
る
と
決
め
た
。

新
た
な
ポ
ス
ト
「
防
災
監
」

業
務
は
防
災
業
務
全
般

―
―
―
9
月
よ
り
「
防
災
監
」
と

い
う
新
た
な
役
職
が
で
き
た
。
防

災
監
の
業
務
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

防
災
業
務
全
般
で
あ
る
。
特
に
J
ア

ラ
ー
ト
や
受
援
時
の
関
係
各
機
関
と
の

連
絡
調
整
、
地
震
、
豪
雨
そ
れ
ぞ
れ
を

想
定
し
た
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
消
防
団

の
研
修
計
画
の
作
成
が
あ
る
。

監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
と

議
会
か
ら
の
意
見
が
あ
り
検
討

―
―
―
地
籍
調
査
で
坂
本
地
区
の

登
記
完
了
後
か
ら
現
況
課
税
に
移

行
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
当
初
の

約
束
と
違
う
と
の
指
摘
が
あ
る
。
変
更

の
経
緯
と
理
由
は
。

藤
井
税
務
課
長

平
成
15
年
9
月
議
会
で
「
調
査
終

了
後
に
一
括
し
て
課
税
の
変
更
を
求
め

る
」
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。
平
成
16
年

6
月
10
日
の
決
裁
文
書
に
「
基
本
的
に

勝
浦
町
全
域
の
国
土
調
査
の
完
了
後
一

括
し
て
課
税
の
変
更
を
行
う
」
と
記
載

が
あ
り
、
現
在
は
調
査
終
了

後
も
課
税
額
を
変
更
し
て
い

な
い
。

そ
の
後
、
平
成
29
年
度
と

30
年
度
の
決
算
審
査
で
監
査

委
員
か
ら
全
地
区
終
了
後
の

課
税
適
用
に
は
問
題
が
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

同
時
に
議
会
か
ら
も
平
成

30
年
度
決
算
に
対
し
て
「
特

に
留
意
す
る
事
項
」
と
し
て
、

適
正
な
課
税
体
系
に
な
る
よ

う
に
努
め
ら
れ
た
い
と
意
見

書
の
提
出
が
あ
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
令
和
3
年
3
月
に

現
在
調
査
中
の
地
区
か
ら
地

籍
調
査
を
反
映
し
た
現
況
課

地
籍
調
査
の
現
況
課
税
移
行

時
期
変
更
の
経
緯
は

その他の質問

 ● 総合計画について

 ● 旧勝浦病院の利用について

 ● シトラスリボン運動に賛同を 花
はなふさ

房 勝
かついち

一 議員

髙市防災監によるハザードマップ説明会
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一 般 質 問

崖の上の消防団詰所

域
（
急
傾
斜
）
に
入
っ
て
い
る
。

総
務
防
災
課
長

良
く
な
い
と
思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ

建
て
替
え
の
計
画
は
な
い
。

仙
せんざい

才 守
まもる

 議員

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
防
災
行
動
計
画
）

作
成
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

特
別
警
戒
区
域
の
住
民
に
は
早
期
避

難
を
お
願
い
し
た
い
。

住
民
と
の
被
災
復
旧
協
定

締
結
は
難
し
い

―
―
―
自
主
防
災
力
強
化
の

た
め
、
重
機
所
有
住
民
と
の

協
定
は
で
き
な
い
か
。
ま
た

ド
ロ
ー
ン
の
利
用
を
考
え
て

い
る
か
。

海
川
建
設
課
長

道
路
や
公
共
施
設
の
早
期

復
旧
の
た
め
、
建
設
業
協
会

と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
体

制
は
整
っ
て
い
る
。
住
民
と

の
協
定
に
つ
い
て
は
難
し
い
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

「
か
つ
う
ら
国
土
と
未
来
振
興

特
別
警
戒
区
域
の
住
民
に
は

早
期
避
難
を
お
願
い
し
た
い

―
―
―
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、

坂
本
地
区
の
よ
う
な
中
山
間
部
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
住
居
が
土
砂
災
害
（
地
す

べ
り
、
急
傾
斜
、
土
石
流
）
の
警
戒
区

域
に
入
っ
て
い
る
。
中
山
間
部
住
民
の

協
会
」
と
協
定
し
、
災
害
時
に
利
用
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

被
災
時
の
住
民
全
員
収
容

公
共
避
難
所
で
は
難
し
い

―
―
―
避
難
所
の
収
容
人
数
は
足
り
て

い
る
の
か
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

坂
本
地
区
を
は
じ
め
、
全
町
的
に

避
難
所
が
不
足
し
て
お
り
、
公
共
施
設

だ
け
で
全
員
を
収
容
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
現
在
、
見
直
し
中
で
あ
る
。

―
―
―
水
害
被
災
時
に
は
「
ふ
れ
あ
い

の
里
さ
か
も
と
」
と
坂
本
体
育
館
は
避

難
所
と
し
て
使
え
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
防
災
課
長

現
在
は
避
難
所
指
定
か
ら
外

れ
て
い
る
。
施
設
の
所
管
課（
企

画
交
流
課
と
教
育
委
員
会
）
の

判
断
が
先
決
と
考
え
て
い
る
。

―
―
―
消
防
団
第
１
分
団
（
坂

本
）
詰
所
が
土
砂
災
害
警
戒
区

中
山
間
部
住
民
の
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

早
期
避
難
が
基
本

その他の質問

 ● 避難所のトイレ改修計画

 ● バス路線廃止　1年経過して

 ● ナラ枯れの現状と対策

 ● 光ケーブルの活用
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建
設
課
長

処
分
場
の
検
討
調
査

と
言
う
事
で
一
部
の
関

係
者
以
外
は
説
明
を
し

て
い
な
い
。

―
―
―
民
地
内
で
の
調
査
に
つ
い
て
、

承
諾
は
と
れ
て
い
た
か
。

建
設
課
長

事
前
に
承
諾
を
得
て
立
ち
入
り
調
査

を
し
た
。

―
―
―
適
地
3
ヵ
所
は
ど
こ
か
。

建
設
課
長

検
討
中
で
あ
り
、
町
民
の
間
に
混
乱

を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
公
表
は
控

え
た
い
。

婦
人
の
家
東
側
の
県
道
拡
張
工
事

早
期
完
了
を
引
き
続
き
県
に
要
望

―
―
―
生
比
奈
小
学
校
よ
り
東
側
の
中

角
工
区
の
進
捗
状
況
は
。

海
川
建
設
課
長

今
年
度
、
農
村
婦
人
の
家
か
ら
東
へ

２
ヵ
所
を
工
事
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

―
―
―
県
に
対
し
て
の
要
望
は
。

野
上
町
長

中
角
工
区
の
早
期
完
了
と
次
の
狭
あ

い
箇
所
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
県
に
対

し
て
要
望
す
る
。

―
―
―
農
村
婦
人
の
家
の
解
体
後
の
更

地
の
利
活
用
は
。

河
野
農
業
振
興
課
長

残
念
な
が
ら
更
地
の
利
活

用
は
決
定
し
て
い
な
い
。

山
田
副
町
長

検
討
中
で
あ
る
が
、
議
会

か
ら
の
提
言
も
頂
き
た
い
。

新
し
い
投
票
所

冷
暖
房
完
備
が
必
要

―
―
―
衆
議
院
選
挙
に
お
い

て
の
投
票
所
変
更
の
反
省
点

は
。

後
藤
住
民
課
長

農
村
婦
人
の
家
取
り
壊

し
の
た
め
、
第
２
投
票
区
の

投
票
所
が
生
比
奈
小
学
校
体

育
館
２
階
に
変
更
と
な
っ
た
。

安
全
対
策
、
冷
暖
房
完
備
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

残
土
処
理
適
地
３
ヵ
所

町
民
混
乱
を
避
け
公
表
を
控
え
た
い

―
―
―
令
和
3
年
度
の
勝
浦
町
残
土
処

理
場
適
地
検
討
業
務
の
入
札
結
果
と
内

容
は
。

海
川
建
設
課
長

８
社
が
応
札
し
落
札
金
額
は

３
０
０
万
円
だ
っ
た
。
業
務
内
容
は
過

去
に
県
営
事
業
等
で
残
土
処
理
を
検
討

し
た
箇
所
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
調
査

し
た
。

―
―
―
検
討
し
た
処
理
場
は
何
ヵ
所
か

建
設
課
長

３
ヵ
所
を
検
討
し
た
。

―
―
―
業
務
内
容
に
つ
い
て
関
係
者
と

は
十
分
な
話
し
合
い
を
し
た
か
。

農
村
婦
人
の
家

解
体
後
の
跡
地
利
用
計
画
は

麻
お え

植 秀
ひ で き

樹 議員

何に使うんで？　婦人の家跡地
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一 般 質 問

瀬
せ と

戸 直
なおいち

一 議員

実
施
す
る
予
定
で
、
誘
導
標
識
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

生
比
奈
駐
在
所

建
替
時
は
婦
人
の
家
跡
地
も
検
討

―
―
―
生
比
奈
駐
在
所
の
建
物
は
老
朽

化
し
、
駐
車
場
も
狭
く
車
の
出
入
り
は

し
に
く
い
。
仮
に
移
転
す
る
の
で

あ
れ
ば
農
村
婦
人
の
家
の
跡
地

を
提
供
し
て
は
ど
う
か
。

野
上
町
長

県
で
駐
在
所
の
建
て
替
え
計

画
等
が
あ
る
な
ら
ば
、
考
え
た

い
。

公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
見
直
し
た
い

―
―
―
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
に
向

け
た
実
証
実
験
を
検
討
で
き
な
い
か
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交

通
の
導
入
な
ど
、
様
々
な
公
共
交
通
体

系
に
つ
い
て
見
直
し
て
い
き
た
い
。
方

向
性
等
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
う
一

度
会
議
を
も
っ
て
示
し
て
い
く
。

要
支
援
者
に
対
す
る
個
別
避
難
計
画

同
意
を
得
ら
れ
る
な
ら
作
成
し
た
い

―
―
―
地
区
毎
の
防
災
計
画
を
作
成
す

る
予
定
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

高
齢
者
等
が
避
難
す
る
際
に
危
険
な

箇
所
な
ど
、
地
域
特
性
を
よ
く
知
っ
て

い
る
住
民
の
自
発
的
な
提
案
で
自
ら
が

つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
作
成
す

る
こ
と
は
義
務
で
は
な
い
が
、
機
会
あ

る
ご
と
に
啓
発
し
助
言
な
ど
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
す
る
個
別

避
難
計
画
作
成
に
つ
い
て
、
要
支
援
者

の
同
意
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
福
祉
課
と

と
も
に
作
成
に
努
め
た
い
。

―
―
―
災
害
避
難
標
識
、
誘
導
標
識
の

設
置
に
つ
い
て
。

総
務
防
災
課
長

避
難
所
看
板
を
今
年
度
補
助
事
業
で

その他の質問

 ● 農業活性化の取り組みについて

 ● 5、10年後の農業をどのように認識しているか

 ● 再生可能エネルギーについて

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入

方
向
性
は
今
年
度
中
に
示
すよくわかる案内板　こんなんどうで？
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安
全
性
の
説
明
に
つ
い
て

事
業
者
へ
の
強
制
力
は
な
い

―
―
―
県
か
ら
連
絡
が
な
い
ま
ま
、
土

砂
が
運
び
込
ま
れ
て
い
た
。
事
前
に
連

絡
を
く
れ
る
よ
う
に
、
も
う
一
度
県
に

申
し
入
れ
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

後
藤
住
民
課
長

申
し
入
れ
を
し
て
も
難
し
い
と
判
断

し
て
い
る
。

―
―
―
連
絡
が
な
い
の
は
、
鉱
山
事
業

者
が
「
井
出
美
智
子
」
に
損
害
賠
償
請

求
の
提
訴
を
し
た
こ
と
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

４
７
０
０
人
の
流
域
住
民
が

土
砂
搬
入
ス
ト
ッ
プ
を
求
め
て

請
願
署
名
を
し
、
そ
れ
を
受
け

て
町
議
会
は
国
、
県
へ
の
意
見

書
決
議
を
行
っ
た
。
熱
海
市
で

7
万
㎥
の
盛
り
土
崩
壊
に
よ
る

大
災
害
が
発
生
し
た
が
、
平
石

山
鉱
山
は
4
倍
近
い
26
万
㎥
の

盛
土
計
画
で
あ
り
、
住
民
の
不

安
増
大
は
当
然
で
あ
る
。
住
民

の
要
望
を
受
け
、
土
砂
搬
入
・

盛
り
土
ス
ト
ッ
プ
を
求
め
て
活

動
す
る
こ
と
は
、
町
議
会
議
員

と
し
て
当
然
で
正
当
な
活
動
で

あ
る
。

　

県
の
土
砂
搬
入
の
許
可
は
残

壁
上
部
か
ら
の
対
策
優
先
、
住

民
へ
の
説
明
な
ど
の
条
件
付

き
で
あ
る
。
許
可
条
件
が
守

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

春
木
政
策
監

残
壁
上
部
対
策
と
事
業
者

に
よ
る
現
地
説
明
会
は
未
実
施
だ
が
、

県
か
ら
は
許
可
要
件
で
は
な
く
事
業
者

へ
の
強
制
力
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

―
―
―
残
壁
保
全
工
事
が
な
ぜ
大
量
盛

り
土
搬
入
に
な
る
の
か
。
災
害
が
起
き

て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
あ
る
。
町
民
の

安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
町
と

し
て
こ
れ
か
ら
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

野
上
町
長

事
業
者
に
現
地
説
明
会
を
開
く
よ

う
、
引
き
続
き
働
き
か
け
て
い
く
。

平
石
山
鉱
山
問
題

事
業
者
に
よ
る
説
明
会
の
開
催
は

その他の質問

 ● 特定地域づくり事業制度

 ● 国の果樹経営支援対策事業　もっと柔軟に適用を 井
い で

出 美
み ち こ

智子 議員

崩落が心配される上部残壁
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一 般 質 問

相
あい

原
はら

 喜
き

久
く

男
お

 議員

イ
ン
に
つ
い
て
の
啓
発
を
続
け
て
い
き

た
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
勝

浦
版
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
こ
と

木
村
福
祉
課
長

個
別
避
難
計
画
作
成
は
今
年
度
中

に
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
数
件
作
る
予

定
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

英
語
の
授
業
を
海
外
発
信
し
て
い
る

―
―
―
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
整

備
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
保
守
点
検
は

ど
う
す
る
の
か
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

保
証
期
間
は
令
和
４
年
３

月
終
了
と
な
り
、
令
和
４
年
度

は
保
守
関
係
予
算
を
計
上
す
る

こ
と
と
な
る
。

―
―
―
授
業
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
。

と
対
応
は
。

総
務
防
災
課
長

現
在
、
地
区
へ
の
説
明
を
行
っ
て
お

り
、
16
地
区
の
う
ち
10
地
区
終
わ
り
、

残
り
６
地
区
に
つ
い
て
は
年
度
内
実
施

予
定
。
避
難
所
の
再
選
定
、
避
難
の
要

領
を
検
討
し
て
い
く
。

―
―
―
備
蓄
倉
庫
の
設
置
、
個
別
避
難

計
画
作
成
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成

は
。

総
務
防
災
課
長

備
蓄
倉
庫
の
設

置
に
つ
い
て
町
民

体
育
館
に
は
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

現
状
は
16
地
区
中

14
地
区
に
備
蓄
倉

庫
を
設
置
済
み
で
、

生
名
地
区
で
コ
ロ

ナ
対
策
用
備
蓄
倉

庫
の
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
タ
イ
ム
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

啓
発
を
続
け
て
い
き
た
い

―
―
―
全
町
防
災
訓
練
の
結
果
と
反
省

点
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

高
齢
者
が
多
数
を
占
め
る
要
配
慮
者

に
対
し
て
は
、
特
性
に
応
じ
た
訓
練
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
新
た
に
防
災
監
が

着
任
し
た
こ
と
で
計
画
的
に
実
効
性
の

あ
る
取
り
組
み
を
行
う
予
定
。

―
―
―
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ

い
て
の
各
区
説
明
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

市
川
教
育
長

稲
の
写
真
を
撮
っ

た
り
、
校
庭
に
あ
る

秋
の
自
然
等
、
カ
メ

ラ
機
能
を
中
心
に
活

用
し
て
い
る
。

ま
た
、
英
語
の
授

業
に
お
い
て
校
内
の

様
子
を
撮
影
し
、
そ
の
内
容
を
海
外
発

信
し
て
い
る
。

その他の質問

 ● 普通会計決算について

 ● 果樹・柑橘類の状況について

勝
浦
版
　
防
災
行
動
計
画

作
成
の
予
定
は

早く町民への啓発を
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た
い
。
職
員
提
案
制
度

等
を
活
用
し
、
目
的
を

把
握
し
、
住
民
目
線
に

立
っ
て
自
ら
考
え
行
動

で
き
る
職
員
を
育
成
し

た
い
。

公
園
や
避
難
場
所
等
と
な
る

複
合
的
な
用
地
整
備
を
考
え
た
い

―
―
―
勝
浦
町
は
山
間
部
に
位
置
し
、

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
に
よ
る
津

波
被
害
に
遭
わ
ず
、
比
較
的
「
災
害
に

強
い
町
」
で
あ
る
。
被
災
時
の
広
域
避

難
に
つ
い
て
の
方
針
、「
徳
島
県
広
域

避
難
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
求
め
ら
れ
て

い
る
勝
浦
町
の
役
割
と
課
題
は
。

春
木
政
策
監

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
発
生
時

に
津
波
に
よ
る
被
害
が
大
き
い
と
さ
れ

る
小
松
島
市
民
の
避
難
先
に
な
っ
て
い

る
。
本
町
の
被
災
状
況
や
避
難
所
の
開

設
状
況
、
避
難
者
の
収
容
人
数
等
の
現

状
把
握
が
重
要
だ
。
そ
の
上

で
可
能
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ

る
こ
と
に
な
る
。
平
時
か
ら

の
取
り
組
み
と
し
て
、
関
係

市
町
村
と
連
携
を
密
に
し
、

町
民
の
広
域
避
難
へ
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
た
い
。

―
―
―
広
域
避
難
先
と
し
て
、

仮
設
住
宅
用
地
や
防
災
公
園

等
の
整
備
を
。

野
上
町
長

子
ど
も
達
が
楽
し
め
る

公
園
や
避
難
場
所
、
残
土
処

分
場
等
の
複
合
的
な
役
割
を

持
っ
た
用
地
の
整
備
を
考
え

た
い
。

地
籍
調
査
訴
訟

自
ら
考
え
る
職
員
を
育
成
し
た
い

―
―
―
法
に
基
づ
い
た
論
旨
明
快
な
説

明
や
関
係
者
へ
の
事
前
の
根
回
し
が
あ

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
避
け
ら
れ

た
も
の
と
考
え
る
。
行
政
事
務
の
観
点

か
ら
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
っ
た
の
で
は
。

山
田
副
町
長

正
し
い
法
解
釈
と
説
明
能
力
の
向

上
、
職
員
間
の
情
報
共
有
と
と
も
に
、

住
民
と
の
意
思
疎
通
が
図
れ
る
よ
う
努

め
た
い
。

―
―
―
今
後
4
年
間
の
町
政
運
営
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
事
を
表
明
し
て
い
る

立
場
と
し
て
、
行
政
事
務
全
般
の
課
題

と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

野
上
町
長

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
職
員
が
事
務

に
追
わ
れ
て
い
る
状
況
を
改
善
し
、
政

策
立
案
に
取
り
組
む
時
間
を
確
保
し

広
域
避
難
先
と
し
て

仮
設
住
宅
用
地
等
の
整
備
を

松
ま つ だ

田 貴
た か し

志 議員

整備された仮設住宅用地（平時は職員の駐車場として利用）
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一 般 質 問

も
開
か
れ
て
い
な
い
。

野
上
町
長

消
防
・
防
災
は
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
体
制
も
含
め
て
議
会
と
協
議
し
対

応
し
た
い
。

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
動

き
出
し
た
。
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
恐
竜
月
間
」
の
成
果
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

今
年
は
、「
恐
竜
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て
学
校

の
夏
休
み
早
々
か
ら
開
催

し
、
３
２
１
８
人
の
来
場

者
が
あ
っ
た
。
昨
年
よ
り

２
０
０
９
人
増
え
、
多
く
の

児
童
、
生
徒
に
勝
浦
の
恐
竜

に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
た
。

ま
た
、「
ひ
な
の
里
か
つ

う
ら
」
や
「
よ
っ
て
ネ
市
」

の
売
り
上
げ
が
、
大
幅
に
増

え
た
と
聞
い
て
い
る
。

―
―
―
県
立
博
物
館
と
の
連

携
や
、
今
後
の
恐
竜
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
へ
の
課
題
は
。

荻
野
教
育
委
員
会
事
務
局
参
与

町
は
県
立
博
物
館
の
研

人
材
や
作
業
場
等
を

計
画
的
に
整
備
し
て
い
く

―
―
―
今
年
度
、
福
井
県
勝
山
市
か
ら

古
生
物
学
の
荻
野
慎し
ん

諧か
い

理
学
博
士
を
町

の
参
与
と
し
て
迎
え
た
こ
と
で
、
恐
竜

究
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
そ
の
情
報
提
供
に

よ
り
モ
ノ
づ
く
り
に
活
か
す
。
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
課
題
と
し
て
は
、
発
掘

体
験
場
の
整
備
や
若
い
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

―
―
―
「
恐
竜
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
に
は
「
人
と
物
」
が
必
要
だ
が
、

町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

野
上
町
長

人
材
や
恐
竜
制
作
の
作
業
場
、
展
示

の
場
が
必
要
と
な
る
。
今
後
、
計
画
性

を
も
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

課
題
山
積
の
消
防
常
備
化

議
会
と
協
議
し
対
応
し
た
い

―
―
―
今
議
会
に
お
い
て
６
人

の
議
員
か
ら
、
消
防
・
防
災
に

つ
い
て
質
問
が
続
い
た
が
、
納

得
で
き
る
答
弁
が
な
い
。
こ
れ

は
体
制
に
問
題
が
あ
り
、
見
直

す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
消
防
常
備
化
に
向
け

て
、
推
進
協
議
会
が
一
年
以
上

検
討
課
題
が
多
い
「
恐
竜
の
町
」

今
後
の
対
応
は

その他の質問

 ● かつうらブランドに向けて

 ● 新年度の課題と重要施策
国
くにきよ

清 一
い ち じ

治 議員

復元された勝浦産 小型獣脚類と参与
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「みんなの力で地域に水車をつくりたい」から
始まった小水力発電プロジェクトです。
メンバーは 7人、年齢構成は 20代から 80代

までと幅広いです。坂本地区の内外から賛同者
が集まりました。小水力発電の専門家宇野浩さん（元阿南高専
特命教授）にアドバイザーとして参加いただいています。

３年間かけて、小水力発電のことを丁寧に学び
ながら水車を作っていきます。
初年度事業として、キックオフイベント（映画

上映やトークセッションなど）、研修会、小水力発電の見学会
などを実施。また水車製作用木材の伐採をしました。
次年度はワークショップ、クラウドファンディング、資材調

達などを予定しています。３年目に水車を製作し、設置します。

『夢をカタチに』
かつて坂本地区には山間の斜面を利用して数

多くの水車が回っていました。それは「風の谷
のナウシカ」の風車のような、里山の風景でした。

水車を作り、発電を行い、コミュニティーエネルギーのシン
ボルとして環境教育の教材、観光資源、みんなの場所・拠点（コ
ミュニティスペース）として利用します。

世
界
中
の
生
活
を
も
変
え
て
し
ま
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
日

本
に
お
い
て
は
ワ
ク
チ
ン
の
影
響
か
、

最
近
よ
う
や
く
終
息
の
兆
し
が
見
え
て

き
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
新
た
な
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
と
い
う
変
異
ウ
ィ
ル
ス
が
発

生
し
、
ま
た
自
粛
生
活
へ
の
逆
戻
り
が

心
配
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
岸
田
内
閣
は
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
約
35
兆
円
の
補
正
予
算

を
組
ん
で
い
る
。

勝
浦
町
に
お
い
て
も
本
当
に
困
っ
て

い
る
人
に
支
援
が
行
き
渡
る
よ
う
に
、

声
な
き
声
を
拾
い
上
げ
て
町
政
に
届
け

て
い
き
た
い
。

（
花
房
勝
一
）

議
会
だ
よ
り
か
つ
う
ら
　
　
令
和
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　　　議会広報委員会では、みなさま

からの表紙写真を募集しております。

テーマは「町民

の笑顔」！

詳細は下記 URL

または QR コー

ドをチェック！

町民の「笑顔」募
集！

https://formok.com/f/1chm9gnl
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